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本書の「エネルギーと気象工学」というタイトル

は，これまでの土木関係や気象関係の書籍には見られ

ない新しい響きを感じさせられる．タイトルに興味を

感じた筆者は，2015年６月末に土木学会で開催された

本書の出版記念シンポジウムに参加した．会場で本書

を始めて手にし内容を斜め読みした印象は，期待とは

異なり，土木と気象のコラボから生み出される何か新

しい物は見出せなかった．

「気象工学」という言葉はあまり目にしない造語で

ある．本書では「特定の地域や産業活動を対象として

工学的プロセスにより問題解決を行う活動」として定

義されている．気象とエンジニアリングの結びつきと

いう面からは，人工降雨に代表される「気象制御」

「気象改変」という分野がある．また，地球温暖化へ

の対策として「ジオエンジニアリングGeo-Engineer-

ing」「Climate Engineering」という用語を目にする

機会が増えている．「ジオエンジニアリング」は，地

球温暖化の対抗措置としてとられる意図的で大規模な

環境改変と定義されている．例えば，Crutzen

（2006）は，エアロゾルを成層圏に人為的に放出する

ことにより大気のアルベドを増加させて地球を冷却す

るというアイデアを提案した．そのような用語の延長

線上で「気象工学」を新しい概念と期待していたが，

内容は従来からある技術を整理したものであった．

本書で書かれている「気象工学」は，気象の知識と

技術を土木分野に活用するという意味合いである．こ

れは応用気象分野として，国交省，電力会社および民

間気象会社や建設コンサルタント等によって，従来か

ら調査研究されていた分野である．本書では土木分野

すべてを対象とするのではなく，特に電力エネルギー

分野を対象として気象との関わりを整理していること

が特色である．気象からの視点と，電力エネルギー側

からの視点と，両方の視点から技術と課題を俯瞰的に

整理している点が興味深い．執筆陣には電力中央研究

所をはじめとして，電力会社，国交省，気象庁，経産

省などが関わっている．

各章の内容は以下のとおりである．

第１章 背景と目的

第２章 エネルギー問題とかかわりが深い気象現象

第３章 気象と関連したエネルギー諸問題の現状

第４章 気象関連技術の現状

第５章 気象関連技術の適用（水力発電）

第６章 気象関連技術の適用（風力発電，太陽光発

電，基幹送電線）

第７章 今後の展望と課題

気象を専門とする学会員の方々には，第２章および

第４章は基本的な知識であり，あえて本書で学びなお

す必要はない．しかし第３章では，電力エネルギー施

設の気象災害事例や，電力エネルギー施設の運用と安

定供給，温排水や大気汚染等の環境問題が整理されて

おり，気象が土木関係でどのように実学と結びついて

いるかを網羅的に知ることができる．

本書では，電力エネルギーの中でも水力発電に力点

がおかれている．第５章では水力発電を計画的に行う

ために必要となる，降雨・降雪・流量観測技術から，

降雨レーダを活用した運用・保守まで詳しく紹介され

ている．気象庁のアメダス観測網は住民の多い平野部

を中心に配置されており，水力発電ダムの流域である

山岳部にはほとんど配置されていない．そのため，山

岳部における降雨・降雪観測が最も重要であるが，雨

量計の風による捕捉率の問題，降雨レーダの地形によ

る遮蔽の問題等，水力発電施設の運用にはまだまだ気

象観測が不十分であることがよくわかる．

再生可能エネルギーによる発電設備容量は約2,900

万 kW（2015年４月末；資源エネルギー庁 2015）に

も達し，設備利用率を20％と仮定しても約580万 kW

と原発５基分にも相当している．風力発電や太陽光発

電はその安定供給のためには気象予測が重要であり，

今後の精度向上が欠かせない技術であるが，第６章で

の記述はその紹介程度にとどまっており物足りなさを

感じた．今後，改訂の機会があれば，是非，第６章を

充実してもらいたいものである．
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